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衆

議
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平

殿

衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
長
崎
県
佐
世
保
市
で
発
生
し
た
米
軍
人
に
よ
る
業
務
上
過
失
傷
害
事
件
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。
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之



衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
長
崎
県
佐
世
保
市
で
発
生
し
た
米
軍
人
に
よ
る
業
務
上
過
失
傷
害
事
件
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
六
月
二
十
三
日
、
佐
世
保
簡
易
裁
判
所
に
お
い
て
、
被
告
人
を
罰
金
刑
に
処

す
る
と
の
略
式
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
同
裁
判
所
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
事
実
の
要
旨
は
、
被
告
人
は
、

平
成
十
七
年
六
月
三
日
午
前
零
時
三
十
分
こ
ろ
、
業
務
と
し
て
普
通
乗
用
自
動
車
を
運
転
し
、
長
崎
県
佐
世
保
市
内
の
道
路

を
進
行
中
、
眠
気
を
覚
え
、
前
方
注
視
が
困
難
な
状
態
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
直
ち
に
運
転
を
中
止
す
べ
き
業
務
上
の

注
意
義
務
が
あ
る
の
に
こ
れ
を
怠
り
、
漫
然
運
転
を
継
続
し
た
過
失
に
よ
り
、
自
車
前
方
で
信
号
待
ち
の
た
め
停
止
中
の
被

害
者
運
転
の
普
通
貨
物
自
動
車
後
部
に
自
車
前
部
を
追
突
さ
せ
て
、
同
人
に
加
療
約
一
週
間
を
要
す
る
傷
害
を
負
わ
せ
る
と

と
も
に
、
同
日
時
こ
ろ
、
同
市
内
の
道
路
に
お
い
て
、
酒
気
を
帯
び
、
血
液
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
三
ミ
リ
グ
ラ
ム

以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
身
体
に
保
有
す
る
状
態
で
、
前
記
普
通
乗
用
自
動
車
を
運
転
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て

い
る
。

二
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
長
崎
県
相
浦
警
察
署
員
が
被
疑
者
を
現
行
犯
逮
捕
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
長
崎
県
に
駐
留
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
海
軍
（
以
下
「
米
海
軍
」
と
い
う
。
）
の
法
律
執
行
員
が
日
本
国
と
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国

軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
。
以
下
「
日
米
地
位
協
定
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
１０
�
及
び

刑
事
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
日
米
合
同
委
員
会
合
意
第
�
�
に
よ
り
、
同
人
を
逮
捕
し
た
と
承
知
し
て
い

る
が
、
そ
の
法
律
執
行
員
の
氏
名
等
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
日
米
合
同
委
員
会
合
意
は
、
昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
二
日
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
米
地
位

協
定
第
二
十
五
条
第
一
項
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
日
米
地
位
協
定
の
下
で
も
効
力
を
有
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
共
同
逮
捕
」
に
係
る
事
例
を
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
平
成
十
三
年
六
月
二

日
に
沖
縄
県
国
頭
郡
金
武
町
で
発
生
し
た
住
居
侵
入
事
件
の
被
疑
者
で
あ
る
沖
縄
県
に
駐
留
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
海
兵
隊

二



（
以
下
「
米
海
兵
隊
」
と
い
う
。
）
に
所
属
す
る
三
等
軍
曹
を
、
米
海
兵
隊
の
法
律
執
行
員
が
日
米
地
位
協
定
第
十
七
条
１０

�
及
び
刑
事
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
日
米
合
同
委
員
会
合
意
第
�
�
に
よ
り
、
逮
捕
し
た
事
例
が
あ
る
と

承
知
し
て
い
る
。

同
事
件
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
警
察
に
お
い
て
、
平
成
十
三
年
六
月
二
日
、
被
疑
者
を
現
行
犯
逮
捕
し
た
上
、
米
海
兵
隊

の
当
局
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
所
要
の
捜
査
を
遂
げ
、
同
月
八
日
、
那
覇
地
方
検
察
庁
検
察
官
に
事
件
を
送
致
し
、
那
覇
区

検
察
庁
検
察
官
は
、
同
月
十
八
日
、
住
居
侵
入
の
事
実
で
那
覇
簡
易
裁
判
所
に
公
訴
を
提
起
し
、
同
日
、
同
裁
判
所
に
お
い

て
、
被
告
人
を
罰
金
刑
に
処
す
る
と
の
略
式
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
事
件
に
つ
い
て
は
、
日
米
地
位
協
定
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
我
が
国
の
当
局
が
裁
判
権
を
行
使
す
る
第
一

次
の
権
利
を
有
し
て
お
り
、
我
が
国
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
裁
判
権
を
行
使
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
証
拠
隠
滅
行
為
」
の
意
義
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
長
崎
県
警
察

に
お
い
て
、
被
疑
者
を
現
行
犯
逮
捕
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
も
米
海
軍
の
当
局
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
所
要
の
捜
査
を
遂

げ
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
佐
世
保
簡
易
裁
判
所
に
お
い
て
、
酒
気
帯
び
運
転
の
事
実
を
含
め
略
式
命
令
が
発
せ

三



ら
れ
て
お
り
、
被
告
人
の
行
為
に
よ
り
捜
査
に
特
段
の
支
障
は
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 四


